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平成30年６月１日 4とうごう議会だより

立…立憲民主党 日…日本のこころ
共…日本共産党東郷町議員団 公…公明党

会派 新東会 立 日 共 公 無所属

議 案 名議 案 名
議長 井俣憲治は採決に加わらない

○…賛成 ×…反対 除…除斥 太字…討論があった議案名
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二

固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町外国語指導助手の報酬及び費用弁償に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部

改正について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ― ○

東郷町特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関する条例の一部改正に

ついて
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ― ○

東郷町職員の給与に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ― ○

東郷町国民健康保険税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町立公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町母子及び父子家庭医療費支給条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町障害者医療費支給条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町精神障害者医療費支給条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町老人福祉施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ― ○

東郷町国民健康保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町介護保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ― ○

東郷町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ― ○

東郷町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援

の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ― ○

東郷町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援
等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条
例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町県営土地改良事業分担金等徴収条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町特別工業地区建築条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町都市公園条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

東郷町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ― ○

町道路線の認定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成29年度東郷町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × × × × ― ○

平成29年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成29年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成29年度東郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成29年度東郷町介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成29年度東郷町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成29年度東郷町旭ケ丘団地汚水処理事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成30年度東郷町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ― ○

平成30年度東郷町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成30年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成30年度東郷町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ― ○

平成30年度東郷町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ― ○

平成30年度東郷町下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成30年度東郷町旭ケ丘団地汚水処理事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

平成29年度東郷町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

門原武志議員に対する処分要求書 戒告 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 除 ○ ○ ○ × ○ ― ○

４月臨時会
工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

【専承】東郷町税条例の一部改正について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

【専承】東郷町都市計画税条例の一部改正について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

【専承】東郷町国民健康保険税条例の一部改正について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ― ○

議長の辞職について 不許可 × × × × × × ○ ― ○ × ○ ○ ○ ○ 除 ○

井俣憲治東郷町議会議長の不信任決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ― × ○ × × ○ × 除 ×

※議長の辞職については、可否同数のため、副議長の裁決により不許可。

議案審議の結果一覧 ３月定例会議案審議の結果一覧 ３月定例会

平成30年第１回臨時会が４月27日に開催されました。
審議結果は以下のとおりです。
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す
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︶
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ラ
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を
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。
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別
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審
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︵
報
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︶
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。
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収
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︵
門
原
武
志

議
員
︶
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。
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あ
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す
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︵
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︶
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が
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︵
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︶
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。
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婦
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を
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ー
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︵
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す
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す
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取
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︵
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武
志

議
員
︶

賛
成
賛
成

年
金
支
給
額
が
年
々
減

額
す
る
高
齢
者
の
ご
負
担

は
例
え
少
し
で
も
大
変
で

あ
り
避
け
た
い
。
し
か
し

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
深
化
、
推
進
す
る
た
め

応
分
な
ご
負
担
を
お
願
い

で
き
る
実
態
に
即
し
た
内

平成30年６月１日5
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容
と
評
価
で
き
、
賛
成
す

る
。

︵
箕
浦
克
巳

議
員
︶

東
郷
町
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
︑
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て︵

賛
成
多
数
で
可
決
︶

反
対

我
が
事
・
丸
ご
と
地
域

共
生
社
会
と
し
て
国
が
進

め
る
制
度
改
正
に
よ
る
条

例
改
正
。
障
害
児
者
と
高

齢
者
へ
の
支
援
を
同
一
事

業
所
で
行
う
共
生
型
サ
ー

ビ
ス
の
創
設
で
、
施
設
・

人
員
基
準
が
低
い
方
に
合

わ
せ
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

︵
門
原
武
志

議
員
︶

東
郷
町
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
︑
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

︵
賛
成
多
数
で
可
決
︶

反
対

介
護
医
療
院
は
介
護
療

養
病
床
の
廃
止
で
創
設
さ

れ
、
介
護
療
養
病
床
で
は

利
用
者

人
に
医
師
１
人

48

と
い
う
配
置
基
準
が
、
新

た
な
区
分
け
に
よ
る
老
健

施
設
相
当
以
上
で
は

人
100

に
１
人
の
配
置
と
さ
れ
、

病
床
削
減
の
新
た
な
受
け

皿
に
さ
れ
か
ね
な
い
。

︵
門
原
武
志

議
員
︶

東
郷
町
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

︵
賛
成
多
数
で
可
決
︶

反
対

消
防
団
員
の
公
務
災
害

補
償
の
基
準
額
の
扶
養
家

族
に
対
す
る
加
算
を
子
ど

も
に
つ
い
て
は
増
額
す
る

が
、
配
偶
者
に
つ
い
て
は

削
減
。
子
ど
も
が
い
て
も

１
人
の
場
合
に
は
減
額
に

な
る
。
万
一
の
と
き
ご
家

族
の
助
け
に
な
る
制
度
の

こ
う
し
た
変
更
に
は
反
対
。

︵
門
原
武
志

議
員
︶

平
成

年
度
東
郷
町
一

29

般
会
計
補
正
予
算
︵
第

４
号
︶︵

賛
成
多
数
で
可
決
︶

反
対

民
間
提
案
を
取
り
込
む

た
め
、
町
の
考
え
に
近
い

と
さ
れ
た
事
業
者
と
話
し

て
も
、
町
の
基
本
方
針
を

満
た
せ
ず
、
道
の
駅
基
本

計
画
策
定
が
遅
れ
た
。
民

間
提
案
に
商
業
的
な
も
の

が
多
か
っ
た
の
は
当
然
の

こ
と
。
公
共
的
な
施
設
の

建
設
で
は
無
理
な
手
法
。

︵
門
原
武
志

議
員
︶

道
の
駅
構
想
推
進
事
業

費
の
繰
越
明
許
費
計
上
に

反
対
。
事
業
案
が
定
ま
ら

ず
、
基
本
計
画
を
満
た
す

案
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
事

に
よ
る
対
話
の
遅
れ
に
対

し
、
事
業
者
自
体
と
、
そ

も
そ
も
の
事
業
の
可
否
を

問
い
直
し
、
白
紙
撤
回
を

含
め
た
見
直
し
を
す
る
べ

き
。

︵
國
府
田
さ
と
み

議
員
︶

賛
成
賛
成

道
の
駅
の
繰
越
明
許
費

設
定
に
関
し
て
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
見
通
し
に
甘
さ

は
あ
っ
た
が
、
商
業
的
に

優
秀
な
提
案
に
、
福
祉
の

観
点
、
本
町
ら
し
さ
を
重

ね
て
い
く
と
い
う
当
初
目

的
か
ら
逸
脱
し
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ
、
事
業
へ
の
熱
意

を
感
じ
、
納
得
で
き
る
。

︵
石
橋
直
季

議
員
︶

繰
越
明
許
費
に
計
上
の

﹁
道
の
駅
構
想
推
進
事

業
﹂
を
削
除
す
る
修
正
案

が
提
出
さ
れ
た
が
反
対
多

数
で
否
決
。
地
域
振
興
施

設
を
含
め
将
来
、
町
の
財

産
と
な
る
道
の
駅
の
﹁
規

模
や
整
備
手
法
﹂
が
、
６

月
に
基
本
計
画
書
で
示
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
賛
成

す
る
。

︵
近
藤
鑛
治

議
員
︶

ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
補

67
正
予
算
中
の
一
事
案
に
関

し
て
の
み
の
論
が
続
い
た

の
で
、
準
備
し
て
い
な
い

が
論
ず
る
。
本
件
に
は
町

に
と
っ
て
大
切
な
事
業
も

含
ま
れ
て
お
り
、
停
滞
に

よ
り
生
ず
る
町
民
へ
の
影

響
に
、
我
々
は
責
任
を
有

す
る
。
よ
っ
て
賛
成
。

︵
水
川
淳

議
員
︶

平
成

年
度
東
郷
町
一

30

般
会
計
予
算

︵
賛
成
多
数
で
可
決
︶

反
対

平
成

年
度
入
学
者
か

31

ら
就
学
援
助
の
入
学
準
備

金
支
給
な
ど
評
価
す
べ
き

点
は
あ
る
が
、
不
要
不
急

で
、
民
間
事
業
者
に
商
業

活
動
を
さ
せ
る
た
め
の
道

の
駅
の
推
進
に
反
対
。
国

保
や
介
護
保
険
の
負
担
増

が
あ
る
中
、
道
の
駅
に
税

金
を
使
う
べ
き
で
は
な
い
。

︵
門
原
武
志

議
員
︶

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高

齢
化
が
進
む
、
そ
の
中
で

地
域
の
人
が
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
が
、
高
齢
者
福

祉
な
ど
の
政
策
を
推
し
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
の
人
づ

く
り
の
た
め
の
政
策
が
全

く
進
ん
で
い
な
い
の
で
反

対
す
る
。

︵
い
し
い
ゆ
み

議
員
︶

賛
成
賛
成

私
ど
も
新
東
会
、
公
明

党
、
日
本
の
こ
こ
ろ
で
構

成
す
る
政
策
グ
ル
ー
プ
の

提
案
が
予
算
の
随
所
に
反

映
さ
れ
た
も
の
と
感
謝
す

る
。
当
初
予
算
は
今
後
の

町
政
の
円
滑
な
推
進
と
さ

ら
な
る
住
民
福
祉
の
増
進

に
資
す
る
と
考
え
賛
成
す

る
。

︵
箕
浦
克
巳

議
員
︶

学
校
へ
の
防
災
倉
庫
の

設
置
や
総
合
防
災
訓
練
等

と
と
も
に
、
新
た
に
指
定

避
難
所
へ
の
特
設
公
衆
電

話
設
置
や
、
５
校
へ
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
設
置
な

ど
が
示
さ
れ
、
広
域
化
が

は
じ
ま
る
尾
三
消
防
組
合

議
員
の
立
場
か
ら
も
安
全

平成30年６月１日 6とうごう議会だより
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安
心
の
観
点
か
ら
賛
成
。

︵
水
川
淳

議
員
︶

年
、
町
制

周
年
に

2020

50

照
準
を
合
わ
せ
、
こ
こ
１
、

２
年
が
ま
ち
づ
く
り
の
ピ

ー
ク
と
判
断
し
た
積
極
予

算
だ
と
見
る
。
変
わ
り
行

く
町
並
み
の
中
、
町
制
50

周
年
、
そ
し
て
そ
の
先
も
、

ま
ち
に
ど
ん
ど
ん
笑
顔
が

溢
れ
て
い
く
よ
う
着
実
な

予
算
執
行
を
願
う
。

︵
石
橋
直
季

議
員
︶

平
成

年
度
東
郷
町
国

30

民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

︵
賛
成
多
数
で
可
決
︶

反
対

国
保
税
を
県
か
ら
示
さ

れ
た
標
準
保
険
税
率
に
７

年
間
で
合
わ
せ
る
こ
と
を

前
提
と
し
た
予
算
。
県
が

示
し
た
標
準
保
険
税
率
は
、

市
町
村
が
法
定
外
繰
入
を

な
く
す
前
提
で
決
め
ら
れ

た
。
国
保
税
の
上
昇
を
抑

え
る
法
定
外
繰
入
を
な
く

す
べ
き
で
は
な
い
。

︵
門
原
武
志

議
員
︶

賛
成
賛
成

﹁
第
３
期
特
定
健
康
診

査
等
実
施
計
画
・
第
２
期

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
﹂
の
、

被
保
険
者
の
健
康
を
守
り

医
療
費
適
正
化
を
進
め
る

様
々
な
取
組
み
に
期
待
す

る
。
制
度
の
大
転
換
期
に

あ
た
り
、
持
続
可
能
で
安

定
し
た
運
営
へ
の
最
大
限

の
努
力
を
要
望
す
る
。

︵
水
川
淳

議
員
︶

平
成

年
度
東
郷
町
後

30

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算︵

賛
成
多
数
で
可
決
︶

反
対

保
険
料
率
は
下
が
る
が
、

所
得
割
の
軽
減
の
廃
止
の

影
響
を
受
け
る
人
が
全
体

の
約

％
、
社
保
の
元
被

9.6

扶
養
の
均
等
割
の
軽
減
が

７
割
か
ら
５
割
に
な
る
こ

と
の
影
響
を
受
け
る
人
が

全
体
の
約
８
％
で
、
こ
れ

ら
の
人
は
負
担
増
に
な
る
。

︵
門
原
武
志

議
員
︶

賛
成
賛
成

平
成

年
度
の
予
算
総

30

額
は
、
５
億

万
円
で
歳

104

入
の

割
近
く
は
保
険
料

9

で
、
こ
れ
に
、
県
と
町
か

ら
の
保
険
基
盤
安
定
負
担

金
を
加
え
補
填
し
、
又
保

険
料
率
を
均
等
割
額
、
所

得
割
率
と
も
に
引
き
下
げ
、

賦
課
限
度
額
を
上
げ
負
担

能
力
に
応
じ
た
観
点
で
見

直
さ
れ
て
い
る
。

︵
加
藤
達
雄

議
員
︶

平
成

年
度
東
郷
町
介

30

護
保
険
特
別
会
計
予
算

︵
賛
成
多
数
で
可
決
︶

反
対

要
支
援
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
が
、
町
が
責
任
を
持
っ

て
行
う
総
合
事
業
に
移
行

し
て
３
年
目
に
入
る
が
、

要
支
援
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
賄
え
る
の
か
見
通

せ
な
い
。
要
介
護
外
し
を

せ
ず
、
利
用
者
の
実
態
に

応
じ
た
要
介
護
認
定
を
求

め
る
。

︵
門
原
武
志

議
員
︶

賛
成
賛
成

増
額
改
定
に
な
る
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

と
も
に
地
域
支
援
事
業
に

ウ
エ
イ
ト
を
置
き
、
限
ら

れ
た
財
源
を
高
齢
者
全
体

に
行
き
渡
ら
す
こ
と
で
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
深
化
・
推
進
へ
と
考
え

ら
れ
た
予
算
配
分
、
事
業

展
開
と
な
っ
て
お
り
、
賛

同
す
る
。

︵
加
藤
宏
明

議
員
︶

平
成

年
度
東
郷
町
下

30

水
道
事
業
特
別
会
計
予

算

︵
全
員
賛
成
で
可
決
︶

賛
成
賛
成

損
傷
が
著
し
い
管
渠
の

修
繕
、
災
害
時
の
ト
イ
レ

解
決
策
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
の
整
備
、
老
朽
化
し

た
施
設
の
点
検
・
調
査
・

修
繕
及
び
改
築
を
一
体
的

に
捉
え
た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定
、

公
営
企
業
会
計
へ
移
行
等

の
予
算
計
上
が
あ
り
賛
成
。

︵
近
藤
鑛
治

議
員
︶

門
原
武
志
議
員
に
対
す

る
処
分
要
求
書

︵
賛
成
多
数
で
戒
告
︶

反
対

懲
罰
特
別
委
員
会
の
中

で
は
、
議
会
事
務
局
が
作

成
し
た
仮
の
議
事
録
や
映

像
な
ど
を
参
考
資
料
と
し

て
審
議
し
た
が
、
本
会
議

に
お
い
て
は
、
正
式
な
公

の
議
事
録
が
、
出
そ
ろ
っ

て
い
な
い
ま
ま
最
終
議
決

す
る
こ
と
は
反
対
。
こ
の

よ
う
な
事
例
を
作
っ
て
は

い
け
な
い
。

︵
い
し
い
ゆ
み

議
員
︶

門
原
議
員
の
発
言
が
懲

罰
動
議
事
由
の
﹁
侮
辱
﹂

に
あ
た
る
か
を
検
証
。
言

葉
自
体
に
悪
意
は
な
く
、

加
藤
宏
明
議
員
も
悪
意
は

感
じ
な
か
っ
た
と
す
る
事

か
ら
、
該
当
し
な
い
と
判

断
。
価
値
観
に
よ
り
左
右

さ
れ
る
個
人
感
情
で
懲
罰

が
正
当
化
さ
れ
て
は
な
ら

な
い
。

︵
國
府
田
さ
と
み

議
員
︶

賛
成
賛
成

議
事
進
行
の
発
言
は
議

員
の
権
利
だ
が
、
今
回
の

発
言
は
権
利
の
濫
用
に
当

た
る
と
考
え
る
。
同
僚
議

員
の
一
般
質
問
の
言
葉
に
、

政
倫
条
例
違
反
の
疑
い
を

持
ち
、
議
長
に
対
処
を
求

め
る
よ
う
な
発
言
は
今
後

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

︵
箕
浦
克
巳

議
員
︶

町
の
た
め
に
と
も
に
働

く
議
員
へ
の
懲
罰
は
断
腸

の
思
い
で
あ
る
。
本
事
案

は
、
看
過
す
べ
き
か
制
約

す
べ
き
か
の
二
択
と
考
え

る
。
円
滑
な
議
事
進
行
と

﹁
発
言
の
自
由
と
責
任
﹂

を
熟
考
の
上
、
断
腸
の
思

い
で
特
別
委
員
会
決
定
に

賛
意
を
示
す
。

︵
水
川
淳

議
員
︶

平成30年６月１日7
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問

質

般

一

一般
質問 町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

ここが
聞きたい!

12議員が質問
※「一般質問」とは、議題と関係なく

行財政全般にわたる議員主導による

政策議論です。

�１加藤 達雄 ・町政運営に対する基本的な考え方

・賑わいの創出

・子育て支援

・健康づくり

・安全安心

・次期町長選挙

�２新家 光江 ・第３期東郷町特定健康診査等実施計画

・第２期データヘルス計画

・東郷町障がい福祉ビジョン

�３近藤 鑛治 ・愛知池周辺の保全・開発

・陶芸文化の更なる振興

・東郷町スポーツ推進計画の取組み

�４石橋 直季 ・母子健康包括支援センター

・都会のオアシス（道の駅）

�５箕浦 克巳 ・尾三地区自治体間連携

・家庭ごみの適正排出

�６水川 淳 ・全国高等学校総合体育大会ボート競技

大会（インターハイ）

・町から発信される各種情報の発信手段

と共有

�７星野 靖江 ・高年齢者の雇用の安定対策

・少子高齢社会とまちの図書館事業の将

来計画

・町誌再編纂の取り組み

�８加藤 宏明 ・平成30年度セントラル開発事業

・既存バスやじゅんかい君の再編

・シニア世代の取組（老人会）

�９いしいゆみ ・道の駅

・東郷町施設サービス(株)

・セントラル開発

・兵庫小学校、保育園、児童館の周辺の

子どもの安全

・ファミリーサポート

・健康課、母子健康包括支援センター

�10若園ひでこ ・災害に強いまちづくり

・美しいまちづくり

・巡回バス

�11門原 武志 ・道の駅

・子育て支援

・公共施設の跡地利用など

・「核兵器禁止条約」の締結を求める署

名

・被災世帯の生活再建

・第７期東郷町高齢者福祉計画

・国民健康保険税

�12國府田さとみ・世代間交流

・道の駅

とうごう議会だより

【問
】
賑
わ
い
創
出
の
｢
セ

ン
ト
ラ
ル
開
発
｣
と
｢
道
の

駅
｣
そ
の
効
果
と
｢
本
町
の

目
指
す
街
づ
く
り
像
｣
を

問
う
。

【町
長
】
本
町
が
愛
知
県
の

中
心
と
な
り
、
｢
ら
ら
ぽ
ー

と
｣
と
｢
道
の
駅
｣
の
相
乗

効
果
で
賑
わ
い
を
創
出
し
、

将
来
勝
ち
残
れ
る
街
を
目

指
し
た
い
。

【問
】
子
育
て
｢
量
的
充
足
｣

と
｢
保
育
の
質
｣
の
向
上
施

策
を
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
。

【町
長
】
低
年
齢
児
保
育
拡

充
の
取
り
組
み
で
、
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
実
現
で
き
た
。

幼
児
期
の
健
康
づ
く
り
と

異
世
代
間
交
流
を
柱
と
す

る
｢
東
郷
モ
デ
ル
｣
と
し
て

深
化
さ
せ
た
い
。

【問
】
本
町
の
誇
れ
る
健
康

づ
く
り
施
策
、
今
後
何
を

主
眼
に
推
進
さ
れ
る
か
。

【町
長
】
厚
労
省
か
ら
２
年

連
続
受
賞
の
栄
誉
は
、
今

�
ま
で
の
産
官
学
の
取
り

組
み
の
成
果
で
、
健
康
寿

命
の
延
伸
を
重
点
目
標
に

｢
い
き
い
き
東
郷

計
画

21

︵
第
２
次
︶
｣
を
基
に
し
て

推
進
す
る
。

【問
】
本
町
の
進
め
る
巨
大

地
震
へ
の
｢
備
え
｣
は
。

【町
長
】
本
年
度
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

策
定
し
て
い
る
。
大
規
模

災
害
時
の
避
難
所
と
な
る

小
中
学
校
の
更
な
る
整
備

と
団
体
や
企
業
と
の
災
害

協
定
の
締
結
も
進
め
、
相

互
が
助
け
合
え
る
街
づ
く

り
が
重
要
と
考
え
る
。

Ｑ：主要施策の進
状況等について問う
Ａ：主要な施策は一歩ずつではあるが､着実に進んでいる

加藤 達雄 議 員

利用者増が期待される

いこまい館の｢健康の道｣
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問

質

般

一

とうごう議会だより

【問
】
相
談
支
援
体
制
は
。

【福
祉
部
長
】﹁
ロ
ー
ゼ
ル
﹂

と
﹁
柏
葉
﹂
で
行
っ
て
い

る
。
又
そ
の
二
者
と
町
で

﹁
自
立
支
援
協
議
会
事
務

局
会
議
﹂
を
定
期
的
に
行

い
連
携
を
深
め
て
い
る
。

【問
】
就
労
支
援
は
。

【福
祉
部
長
】
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
や
適
性
に
適
し
た
環

境
で
就
業
で
き
る
よ
う
相

談
支
援
や
訓
練
の
場
の
整

備
・
充
実
等
の
促
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

【問
】
雇
用
の
促
進
は
。

【福
祉
部
長
】
自
立
支
援
協

議
会
の
専
門
部
会
と
し
て

﹁
就
労
部
会
﹂
を
新
た
に

設
置
し
た
い
。
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【問
】
理
解
の
促
進
は
。

【福
祉
部
長
】
平
成

年
３

29

月
に
﹁
障
が
い
者
差
別
解

消
地
域
支
援
協
議
会
﹂
を

設
置
し
た
。
８
月
に
﹁
障

が
い
者
差
別
解
消
法
﹂
に

関
す
る
講
演
会
を
開
催
し

周
知
・
啓
発
を
し
た
。
﹁
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
｣
や
｢
サ
ポ
ー

ト
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
｣
等
、
マ

ー
ク
の
普
及
を
図
り
、
理

解
と
協
力
を
進
め
た
い
。

【問
】
交
流
機
会
の
拡
充
は
。

【福
祉
部
長
】
本
町
で
は
、

﹁
み
ん
な
集
ま
れ
！
ワ
イ

ワ
イ
交
流
会
﹂
を
開
催
し

て
い
る
。
平
成

年
度
は

30

﹁
東
郷
体
操
ま
つ
り
﹂
と

一
体
で
の
開
催
を
検
討
中
。

Ｑ：本町の行っている障がいのある人の支援は
Ａ：経済的支援・生活支援・医療の支援の３つ

新家 光江 議 員

窓口の案内と「サポートハートマーク」

のリーフレット

【問
】
愛
知
池
周
辺
の
環
境

保
全
に
は
広
域
的
な
取
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【経
済
建
設
部
長
】
日
進
市

・
み
よ
し
市
の
都
市
計
画

担
当
部
局
と
都
市
計
画
全

般
に
係
わ
る
情
報
交
換
の

会
議
開
催
を
、
今
後
本
町

か
ら
呼
び
掛
け
て
い
く
。

今
後
の
当
該
地
区
の
土
地

利
用
方
針
に
つ
い
て
は
、

年
度
か
ら
﹁
都
市
計
画

30マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
の
策

定
に
着
手
し
て
い
く
。

【問
】
都
市
計
画
道
路
﹁
日

進
・
三
好
線
﹂﹁
東
郷
・
三

好
線
﹂
実
現
に
向
け
た
取

組
み
の
考
え
は
。

【経
済
建
設
部
長
】
幹
線
道

路
と
し
て
、
日
進
・
三
好

線
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

位
置
づ
け
て
い
る
重
要
路

線
。
東
郷
・
三
好
線
は
幹

線
道
路
を
補
完
す
る
道
路

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

県
の
担
当
部
局
か
ら
面
的

整
備
が
行
わ
れ
る
予
定
が

あ
れ
ば
報
告
し
て
欲
し
い

と
回
答
を
得
て
い
る
。
こ

の
様
な
回
答
を
踏
ま
え
、

開
発
の
意
識
の
高
ま
り
に

よ
る
基
盤
整
備
が
進
む
こ

と
に
合
せ
道
路
整
備
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

＊
そ
の
他
に
、
陶
芸
文
化
の

更
な
る
振
興
に
つ
い
て
。
東

郷
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
が

策
定
さ
れ
１
年
が
経
過
し
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

Ｑ：愛知池周辺の環境保全についての考えは
Ａ：無秩序な開発を抑制するエリアに位置づけ

近藤 鑛治 議 員

愛知池堤防から周辺の環境と

県道岩作諸輪線
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問

質

般

一

とうごう議会だより

【問
】
道
の
駅
の
顔
と
も
言

え
る
地
域
振
興
施
設
。
そ

の
施
設
案
作
成
の
た
め
の

｢
民
間
提
案
者
と
の
対
話
｣

に
時
間
を
要
し
て
お
り
、

３
月
中
に
予
定
さ
れ
て
い

た
基
本
計
画
の
策
定
が
遅

れ
る
と
の
こ
と
。
策
定
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【経
済
建
設
部
長
】
計
画
案

を
作
成
後
、
検
討
委
員
会

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
６
月
末
に
策

定
予
定
。

【問
】
﹁
ど
の
よ
う
な
道
の

駅
を
作
る
の
か
﹂
を
示
す

基
本
計
画
を
目
に
す
る
こ

と
で
初
め
て
、
町
民
の
方

々
も
道
の
駅
の
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
。
周
知
方
法
は
。

【経
済
建
設
部
長
】
広
報
の

﹁
道
の
駅
ニ
ュ
ー
ス
﹂
、

、
HP

イ
ベ
ン
ト
時
の
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
。
ま
た
、
﹁
ま
ち

の
出
前
講
座
﹂
を
活
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

【問
】

年
度
以
降
の
ス
ケ

30

ジ
ュ
ー
ル
は
。

【経
済
建
設
部
長
】

年
度

30

に
基
本
計
画
の
策
定
、
用

地
買
収
の
た
め
に
必
要
な

測
量
、
造
成
設
計
、

年
度

31

に
用
地
購
入
、
造
成
工
事
、

建
築
と
順
次
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。
詳
細
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
基
本
計

画
の
中
で
示
し
た
い
。

※
ほ
か
、
母
子
健
康
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
質

問
し
た
。

Ｑ：いつ、道の駅はできるのか
Ａ：32年度中の開駅目標から若干遅れる見込み

石橋 直季 議 員

現在の主な情報媒体は広報

(｢広報とうごう2018年3月号｣より)

【問
】

年
度
ま
で
に
開
始

29

し
た
事
業
は
。

【企
画
部
長
】
航
空
写
真
撮

影
の
共
同
実
施
や
職
員
派

遣
交
流
な
ど
８
事
業
。

【問
】
連
携
事
業
に
よ
っ
て

期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

【企
画
部
長
】
福
祉
施
策
連

絡
会
議
の
設
置
や
自
治
体

間
防
災
連
携
で
は
、
構
成

市
町
の
連
携
強
化
、
相
互

理
解
と
協
力
体
制
が
構
築

さ
れ
る
。

【問
】
今
後
の
考
え
方
は
。

【企
画
部
長
】
広
域
に
よ
る

連
携
へ
の
取
組
は
、
合
併

と
い
う
考
え
方
と
は
異
な

る
新
た
な
行
政
経
営
の
手

法
と
し
て
大
変
重
要
で
あ

る
。

・

・

・

・

家
庭
ご
み
は
集
積
回
収

【問
】
資
源
ご
み
袋
を
金
属

用
と
陶
磁
器
ガ
ラ
ス
用
に

分
け
た
理
由
は
。

【生
活
部
長
】
尾
三
衛
生
組

合
か
ら
中
間
処
理
施
設
経

費
及
び
最
終
処
分
量
の
削

減
の
た
め
要
請
さ
れ
た
。

【問
】
集
積
で
な
く
戸
別
収

集
す
る
考
え
は
。

【生
活
部
長
】
現
在
の
収
集

経
費
で
は
運
営
で
き
ず
、

戸
別
収
集
の
考
え
は
な
い
。

【問
】
昨
年
制
定
し
た
条
例

で
見
直
さ
れ
た
こ
と
は
。

【生
活
部
長
】
５
戸
以
上
住

宅
開
発
さ
れ
た
場
合
設
置

義
務
と
さ
れ
た
。

Ｑ：尾三地区自治体間連携事業の推進の効果は
Ａ：事務の合理化、効率化が図れる

箕浦 克巳 議 員

住民手づくりの集積場所
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問

質

般

一

とうごう議会だより

【問
】
機
運
高
ま
り
へ
の
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
。

【教
育
部
長
】
町
内
小
中
学

生
か
ら
参
加
者
へ
、
歓
迎

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

書
い
て
も
ら
う
予
定
。

【問
】
町
か
ら
の
支
出
は
。

【教
育
部
長
】
運
営
費
総
額

か
ら
国
庫
補
助
金
や
参
加

料
な
ど
を
引
い
た
額
を
、

県
⅔
、
本
町
⅓
の
割
合
で

補
助
す
る
。

【問
】
直
後
に
開
催
の
町
民

レ
ガ
ッ
タ
へ
の
影
響
は
。

【教
育
部
長
】
仮
設
施
設
な

ど
例
年
と
異
な
る
部
分
も

あ
る
が
例
年
と
変
わ
ら
ず

開
催
し
た
い
。

・

・

・

・

町
か
ら
の
情
報
の
発
信

手
段
と
共
有
に
つ
い
て

【問
】
到
達
度
の
検
証
は
。

【企
画
部
長
】
ア
ン
ケ
ー
ト

や
住
民
意
向
調
査
な
ど
で

検
証
。
そ
れ
ぞ
れ
約
％

、

88

約
％

の
方
が
、
毎
月
あ
る

68
い
は
よ
く
読
む
と
回
答
。

【問
】
普
及
率
の
高
い
携
帯

デ
バ
イ
ス
は
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
高
い
。
今
後
は
。

【企
画
部
長
】
普
及
率
が
高

い
こ
と
は
認
識
す
る
が
、

町
は
様
々
な
階
層
の
住
民

へ
の
情
報
発
信
を
努
め
る

責
務
が
あ
る
。
今
後
は
広

報
と

を
基
本
と
し
て
、

HP

他
の
ツ
ー
ル
も
効
果
的
に

活
用
し
、
わ
か
り
や
す
い

情
報
発
信
を
意
識
し
た
い
。

Ｑ：総体成功に向け関係機関との調整は万全か
Ａ：月１回の専門部会の開催など進行中

水川 淳 議 員

役場４階に掲げられる総体のＰＲ掲示

【問
】
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
課
題
は
。

【経
済
建
設
部
長
】
新
規
会

員
の
確
保
と
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
に
よ
る
業
務
分
野
に

対
応
で
き
る
人
材
確
保
が

難
し
い
。

【問
】
介
護
関
係
の
業
務
は
、

特
定
会
員
の
指
名
や
継
続

依
頼
が
必
要
で
は
。

【経
済
建
設
部
長
】
現
在
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
チ
ー
ム

対
応
で
あ
り
、
指
名
は
受

付
け
て
い
な
い
。

・

・

・

・

図
書
館
の
将
来
計
画
は

【問
】
子
ど
も
図
書
選
定
と

購
入
予
算
の
割
合
は
。

【教
育
部
長
】
子
育
て
の
町

の
方
針
に
基
づ
い
て
、
司

書
は
常
に
情
報
収
集
と
利

用
者
の
要
望
に
沿
い
選
定
。

児
童
書
購
入
費
の
割
合
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。

【問
】
認
知
症
に
や
さ
し
い

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
は
。

【教
育
部
長
】
今
後
、
指
定

管
理
者
と
も
協
議
し
、
調

整
し
た
い
。

・

・

・

・

ふ
る
さ
と
東
郷
の
歴
史

を
刻
む
町
誌
編
纂
は

【問
】
町
誌
編
纂
室
設
置
の

考
え
と
組
織
体
制
は
。

【企
画
部
長
】
来
年
度
、
関

係
部
局
を
通
じ
、
文
化
財

保
護
委
員
や
有
識
者
の
意

見
を
聞
き
、
前
回
の
編
纂

体
制
を
参
考
に
構
成
イ
メ

ー
ジ
な
ど
基
本
的
な
方
向

性
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ：就労支援とシルバー人材センターとの連携は
Ａ：サービス業務の受け手側とのパイプ役が重要

星野 靖江 議 員

シニア世代の就労支援センター
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問

質

般

一

とうごう議会だより

【問
】
部
田
山
地
区
は
、
兵

庫
小
学
校
、
西
部
保
育
園

及
び
兵
庫
児
童
館
等
が
あ

る
。
通
学
路
の
側
溝
に
蓋

が
な
い
た
め
側
溝
で
怪
我

を
す
る
子
ど
も
が
多
い
。

地
域
の
小
学
校
や
保
育
園

や
自
治
会
な
ど
か
ら
、
側

溝
に
蓋
を
し
て
頂
き
た
い

と
、
要
望
が
出
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
回
答
を
し
た

の
か
。

【経
済
建
設
部
長
】
昨
年
12

月
に
部
田
山
自
治
会
長
か

ら
要
望
書
が
あ
っ
た
。

【問
】
今
後
の
予
定
は
。

【総
務
経
済
部
長
】
車
の
交

通
量
の
多
い
、
西
部
保
育

園
南
側
か
ら
兵
庫
小
学
校

北
側
を
来
年
度
か
ら
、
数

年
に
か
け
て
実
施
。
そ
の

他
は
、
見
送
る
と
回
答
。

【問
】
費
用
は
、
い
か
が
か
。

【経
済
建
設
部
長
】
約

万
300

円
。

【問
】
側
溝
の
蓋
は
、

ｍ
。

300

そ
の
う
ち
の
３
分
の
１
か

ら
３
分
の
２
は
、
蓋
が
あ

る
。
今
後
数
年
に
渡
り
蓋

を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
間
、
子
ど
も
達
の
怪

我
な
ど
の
責
任
は
。

【経
済
建
設
部
長
】
子
供
に

限
ら
ず
町
の
道
路
に
管
理

瑕
疵
が
あ
り
怪
我
を
さ
れ

た
場
合
町
が
責
任
を
負
う
。

側
溝
に
蓋
が
な
い
だ
け
で
、

責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い

が
慎
重
に
対
処
し
た
い
。

Ｑ：兵庫小学校周辺の側溝の蓋がない。責任は
Ａ：道路に管理瑕疵があれば、慎重に考えたい

いしい ゆみ 議 員

兵庫小学校周辺の側溝

【問
】
﹁
ら
ら
ぽ
ー
と
﹂
付

近

ｍ
の
無
電
柱
化
に
お

700
い
て
国
の
補
助
金
を
問
う
。

【経
済
建
設
部
長
】
当
初
は

区
画
整
理
組
合
の
負
担
で

施
工
す
る
計
画
で
進
め
て

い
た
が
、
都
市
計
画
道
路

﹁
名
古
屋
春
木
線
﹂
の
将

来
管
理
者
で
あ
る
愛
知
県

と
の
調
整
に
よ
り
﹁
電
線

共
同
で
整
備
す
べ
き
道
路

と
し
て
指
定
す
る
路
線
﹂

に
認
め
て
い
た
だ
き
、
費

用
全
体
が
対
象
に
な
り
事

業
費
５
億
２
千
万
円
が
付

き

年
度
、

年
度
で
活

30

31

用
し

年
度
末
道
路
完
成

31

に
併
せ
て
完
了
予
定
。

【問
】
セ
ン
ト
ラ
ル
地
区
の

行
政
区
は
ど
う
な
る
の
か
。

【経
済
建
設
部
長
】
宅
地
整

備
が
進
む
が
、
当
面
の
間

は
各
区
長
と
の
協
議
で
、

現
在
の
行
政
区
を
継
続
し
、

将
来
的
に
は
組
合
や
地
元

行
政
区
等
の
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
、
新
た
な
行
政

区
を
検
討
す
る
。

【問
】
既
存
の
瀬
戸
大
府
東

海
線
に
幅
員

ｍ
の
新
た

18

な
県
道
が
交
差
す
る
、
セ

ン
ト
ラ
ル
地
区
の
学
区
は
。

【経
済
建
設
部
長
】
将
来
の

計
画
人
口
を
踏
ま
え
、
新

た
な
小
・
中
学
校
の
必
要

性
を
教
育
委
員
会
と
も
協

議
し
た
結
果
、
東
郷
小
学

校
、
東
郷
中
学
校
で
対
応

可
能
と
判
断
し
て
い
る
。

Ｑ：東西・南北に走る県道と町道の完成時期は
Ａ：平成31年度末の完成予定

加藤 宏明 議 員

31年度末完成の２つの道路と商業施設
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問

質

般

一

とうごう議会だより

【問
】
制
度
の
周
知
が
、
充

分
で
は
な
い
の
で
は
。

【経
済
建
設
部
長
】
町
の
HP

に
掲
載
し
て
い
る
。
広
報

と
う
ご
う
の

年
３
月
号

29

の
耐
震
の
特
集
記
事
の
中

で
も
紹
介
し
て
い
る
。
今

後
は
、
窓
口
で
の
チ
ラ
シ

の
配
置
や
耐
震
診
断
の
重

点
区
域
の
啓
発
時
に
案
内

を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

・

・

・

・

ご
み
の
ポ
イ
捨
て

【問
】
瀬
戸
大
府
線
の
中
央

分
離
帯
は
、
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
で
、
ゴ
ミ
箱
化
し
て

い
る
。
東
郷
町
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
な
る
。
対
応

策
を
愛
知
県
尾
張
建
設
事

務
所
に
、
要
望
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

【生
活
部
長
】
愛
知
県
が
行

う
剪
定
業
務
時
に
、
ポ
イ

捨
て
の
ご
み
拾
い
を
要
望

し
た
い
と
考
え
る
。

【問
】
ポ
イ
捨
て
の
撲
滅
に

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
喚

起
が
必
要
で
は
。

【生
活
部
長
】
ポ
イ
捨
て
禁

止
の
看
板
設
置
は
、
有
効

な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

愛
知
県
に
看
板
設
置
の
要

望
を
し
て
い
る
。

【問
】
散
歩
中
の
犬
の
フ
ン

を
地
中
に
埋
め
込
む
人
が

い
る
、
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
対
処
方
法
は
。

【生
活
部
長
】
人
物
が
特
定

で
き
れ
ば
指
導
す
る
。

Ｑ：耐震シェルター補助金制度の状況は
Ａ：本町における実績はない

若園 ひでこ 議 員

頑丈で安全な室内型耐震シェルター

【問
】
道
の
駅
は
民
間
事
業

者
の
独
立
採
算
で
運
営
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
土
地

取
得
か
ら
始
ま
る
事
業
全

体
に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も

採
算
性
は
な
い
の
で
は
。

【経
済
建
設
部
長
】
町
の
負

担
を
少
し
で
も
還
元
し
て

も
ら
え
る
運
営
手
法
も
検

討
し
た
い
。

【問
】
道
の
駅
が
町
内
の
店

舗
と
競
合
す
る
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
か
。

【経
済
建
設
部
長
】
道
の
駅

検
討
委
員
会
に
商
工
会
長

も
入
り
意
見
を
言
っ
て
い

る
。
共
存
共
栄
を
図
る
。

・

・

・

・

子
育
て
支
援

【問
】
保
育
園
の
３
歳
未
満

の
待
機
児
童
の
状
況
は
。

【福
祉
部
長
】
１
月
末
で
９

人
。
自
己
都
合
に
よ
り
入

園
し
な
い
者
は

人
。

59

【問
】
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
待
機
解
消
の
た
め
他
の

学
区
で
受
け
入
れ
可
能
か
。

【福
祉
部
長
】
長
期
休
暇
中

は
受
け
入
れ
て
い
る
が
他

の
期
間
は
検
討
し
な
い
。

・

・

・

・

公
共
施
設
の
跡
地

【問
】
尾
三
衛
生
組
合
は
老

人
憩
の
家
跡
地
を
返
す
よ

う
言
っ
て
い
る
の
か
。

【福
祉
部
長
】
言
っ
て
な
い
。

【問
】
上
城
保
育
園
跡
地
は

売
却
す
べ
き
で
は
な
い
。

【福
祉
部
長
】
⅓
は
公
園
用

地
。
残
り
は
売
却
。

Ｑ：道の駅に採算性はないのでは
Ａ：町の負担が少しでも還元されるよう検討

門原 武志 議 員

上城保育園跡
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問

質

般

一

とうごう議会だより

【問
】
基
本
方
針
５
項
目
中

４
項
目
を
満
た
し
て
い
な

い
案
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
︵
株
︶
名
鉄
レ
ス
ト

ラ
ン
が
評
価
点
１
位
の
事

業
者
に
選
ば
れ
た
の
か
。

【経
済
建
設
部
長
】
部
分
的

に
は
満
た
し
て
い
な
い
が

総
合
的
に
判
断
し
た
。

【問
】
提
案
内
容
不
足
に
よ

る
対
話
期
間
延
長
に
対
し

事
業
者
を
選
び
直
す
等
シ

ビ
ア
な
対
処
が
必
要
で
は
。

【経
済
建
設
部
長
】
反
省
す

べ
き
点
で
は
あ
る
が
そ
う

し
た
対
処
の
必
要
は
な
い
。

【問
】
近
隣
施
設
差
別
化
は
。

【経
済
建
設
部
長
】
考
慮
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

【問
】
町
民
が
主
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
意
見
交
換
を

す
る
予
定
は
な
い
の
か
。

【経
済
建
設
部
長
】
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
考
え
て
い
な

い
。

・

・

・

・

シ
ニ
ア
ハ
ウ
ス
に
お
け

る
世
代
間
交
流
の
役
割

【問
】
具
体
的
交
流
内
容
は
。

【福
祉
部
長
】
お
も
ち
ゃ
ル

ー
ム
利
用
者
と
の
交
流
を

検
討
。
乳
幼
児
親
子
の
催

し
時
間
利
用
で
機
会
を
創

出
す
る
。

【問
】
接
点
と
な
る
場
所
で

の
円
滑
な
交
流
の
工
夫
は
。

【福
祉
部
長
】
和
室
は
施
設

予
約
時
に
老
人
ク
ラ
ブ
利

用
日
が
窓
口
で
分
か
る
。

芝
生
広
場
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
使

用
は
時

間
指
定

の
占
有

利
用
を

考
え
て

い
る
。

Ｑ：道の駅で活性化される地元産業、特産品とは
Ａ：規模や内容はこれからの基本計画の中で示す

國府田さとみ 議 員

いこまい館２階にシニアハウス

虚礼などの廃止に関する申し合わせについて虚礼などの廃止に関する申し合わせについて虚礼などの廃止に関する申し合わせについて虚礼などの廃止に関する申し合わせについて

公職選挙法の規定により、議員の選挙区内における寄付行為は、一部の例外を除いて禁止され

ております。

公職選挙法の遵守とともに、議員活動において虚礼などの廃止を図るため、下記の事項の遵守

を申し合わせしました。

１．年賀状、暑中見舞い状等の挨拶状は送らない。

２．各種行事および慶弔等に係る電報および電子郵便、メッセージ等は送らない。

３．新聞等の名刺広告が行わない。

４．葬儀に関しては、原則として名刺をもっての参列とし、香典・樒（しきみ）・供花および供物

は行わない。

５．結婚・入学等の慶事に際しての祝儀・金品、および自治会・

各種団体等の諸行事に係る祝儀・寸志・粗品・記念品・賛助

金等の提供を行わない。

６．中元・歳暮等の季節の贈答および手帳・カレンダー類等の配

布は行わない。

７．後援会名で前各号の行為は行わない。

ご理解とご協力をお願いいたします。
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議会活性化特別委員会では「議会基本条例」の制定作業を進めてきました。

議会基本条例をつくるために特に留意したことは、これまで議会が進めてきた

取り組みを将来も続けるように明文化することです。そのために、条例の理念を

明らかにする前文で「議会は改革の歩みを決して止めず、町民とともにありつづけ

ることを決意し、議会のあるべき姿を明らかにするために、ここに東郷町議会基本

条例を制定します。」と宣言するとともに、条例の目的を「議会の町民との約束、議

会及び議員の責務と活動原則、町長との関係を明らかにし、公正で民主的かつ、町

民に開かれたわかりやすい議会の実現と、持続的な町民福祉の増進」としています。

また条例を議会内部だけのものにしてしまわないように「町民との約束」として

議会の活動内容の公開、町民の意見を聞

くことや、町民の知る権利の保障などを

明記することにしました。さらに、「不断

の改革」など議会の責務、町民全体の福祉

増進のために活動することなど議員の責

務、町長等との緊張関係の保持、議員定数

や議員報酬を変えるときの議会の説明責

任などについて定めることにしています。

これからは、議会報告会・意見交換会での説明、パブリックコメントの手続きに

よる住民からの意見募集などを経て、遅くとも議員の任期満了（来年４月）までに

条例を制定する予定です。

できるだけ早く条例案をお示しします。多くのみなさんからのご意見をお待ち

します。

議会活性化特別委員会議会活性化特別委員会議会活性化特別委員会
議会基本条例に関する小委員会 小委員長 門原武志議会基本条例に関する小委員会 小委員長 門原武志

とうごう議会だより

持続的な改革を約束するための条例

条例案へのご意見をお願いします

検討初期の様子



議会だよりは再生紙を使用しています。

東郷町議会では、平成25年第２回定例会
(６月議会）から一般質問を､平成26年第２
回から常任委員会審査を、youtube（イン
ターネット無料動画サイト）にて配信して
います。
ご自宅でも東郷町議会を｢傍聴｣できます。

ぜひ、議会を身近にお感じください。

QRコード読み取りアプリで東郷町議会録画

映像配信のページを開くことができます。

スマホで議会スマホで議会
(会議動画配信)

議会の果たすべく役割を十分に

踏まえ、住民のためにある議会

であるよう努めてまいります。

など、ご意見･ご質問をお寄せください｡

みなさまのご意見大募集!!

●議会に質問●議会に質問●議会に質問
(特に子どもからの質問大歓迎)(特に子どもからの質問大歓迎)(特に子どもからの質問大歓迎)

●議会にもの申す！●議会にもの申す！●議会にもの申す！
(議会へのご意見･ご要望)(議会へのご意見･ご要望)(議会へのご意見･ご要望)

●傍聴リポート●傍聴リポート●傍聴リポート
(議場のお気づきをお聞かせください)(議場のお気づきをお聞かせください)(議場のお気づきをお聞かせください)

【宛先】東郷町議会 広報広聴委員会
〒470-0198
愛知県愛知郡東郷町大字春木字羽根穴１番地
TEL.0561-56-0754

６
月
８
日
㈮

開
会
︵
議
案
上
程
︶

日
㈮

一
般
質
問

15
日
㈪

一
般
質
問

18
日
㈫

一
般
質
問
・
議
案
質
疑

19
日
㈭

総
務
経
済
委
員
会

21
日
㈮

文
教
民
生
委
員
会

22
日
㈮

閉
会
︵
討
論
・
採
決
︶

29
平
成

年
６
月
定
例
会
の
日
程

30 今回の「まちではたらくひと」は、自

宅の一室でセラピーやカウンセリング

をされているカフェルふみ子さんです。

「子供と考える命・暴力・護身」という

ワークショップもされているそうで、心

と体と、そして「まち」にも癒しをいた

だけそうです。

まちではたらくひと、大募集中!

東郷町議会 議会事務局 ☎ 0561-56-0754

表紙の写真

「まちではたらくひと」

編
集
後
記

ま
ず
は
、
訂
正
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

号
の
編
集
後
記
で
﹁
今
号
が
み
な
さ
ん

126
の
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
平
成

年
第
１
回
定

30

例
会
、
い
わ
ゆ
る

月
議
会
が
は
じ
ま
り
ま

3

す
。
﹂
と
記
し
ま
し
た
が
、

月
末
に
配
布
さ

1

れ
る
た
め
、
開
会
は

か
月
後
で
し
た
。
私

1

の
勘
違
い
に
よ
る
誤
記
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

に
対
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

実
は
、
こ
の
誤
記
は
、
日
頃
か
ら
大
変
ご

熱
心
に
議
会
の
動
き
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
お

ら
れ
る
町
民
か
ら
の
ご
指
摘
に
よ
り
気
付
か

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
変
厳
し
い
お
叱
り

を
頂
戴
し
、
恐
縮
と
猛
省
の
極
み
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
の
編
集
に
対
し
て
、
気
を
引
き

締
め
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
ご
指
摘
や
ご
意
見
を
通
じ
て
、

紙
面
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
も
、
町

民
の
み
な
さ
ま
と
議
会
の
距
離
が
近
く
な
る

機
会
の
一
つ
か
と
思
い
ま
す
。
誤
記
に
よ
る

ご
指
摘
の
絶
無
を
目
指
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
の
他
お
気
づ
き
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
今
後
も
ご
意
見
お
寄
せ
く
だ
さ

い
ま
せ
。

広
報
広
聴
委
員
長

水
川

淳

委

員

長

水

川

淳

副
委
員
長

石

橋

直

季

新

家

光

江

加

藤

達

雄

加

藤

宏

明

加

藤

啓

二

若
園

ひ
で
こ

箕

浦

克

巳

広
報
広
聴
委
員
会


